
森本　久夫 様
（馬口労町二丁目）

松枝　誠一 様
（栄町一丁目）

新荘学区の常住人口	 世帯数 3,061
男 2,846　女 3,060　　合計 5,906

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 532	（ 9.0％）	 15	〜 64 才	 3,325	（56.3％）
　【参考値】	 65	才以上	 2,049	（34.7％）

新荘地区歩く会、偕楽園見晴らし広場

11
月
17
日（
日
）、
新
荘
地
区
歩
く
会

が
、
雲
一
つ
な
い
快
晴
の
も
と
、
ス
ポ

レ
ク
部
計
画
に
よ
り
偕
楽
園
及
び
も
み

じ
谷
の
水
戸
路
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
救
護
２
人
・
昼
食
支

援
者
８
人
を
含
め
51
人
で
、
登
り
下
り

の
あ
る
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
を
８
時
30

分
か
ら
２
時
間
40
分（
休
憩
含
む
）を
掛

け
、
歩
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
出

発
後
、
歴
史
館
の
銀
杏
並
木
、
蓮
池
前

を
抜
け
、
偕
楽
園
本
園
の
西
門
か
ら
、

料
金
所
、
吐
玉
泉
、
太
郎
杉
、
杉
林
、

好
文
亭
中
門
、
見
晴
ら
し
広
場
に
至
り
、

東
門
か
ら
坂
を
下
っ
て
千
波
湖
の
好
文

茶
屋
前
で
休
憩
。
そ
の
後
、
偕
楽
園
公

園
四
季
の
原
前
を
通
っ
て
、
千
波
公
園

セ
ン
タ
ー
で
補
給
。
小
休
止
後
は
、
も

み
じ
谷
で
紅
葉
を
満
喫
し
、
桜
山
、
岩

間
街
道
を
通
り
、
歴
史
館
内
を
抜
け
、

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。

到
着
後
は
ス
ポ
レ
ク
部
女
性
の
献

立
・
配
食
に
よ
り
お
代
わ
り
自
由
の
美

味
し
い
混
ぜ
ご
飯
、
け
ん
ち
ん
汁
、
唐

揚
げ
、
浅
漬
け
の
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
、
落
伍

者
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
歩
数
は
約
１
万
２
千
歩（
女
子
）で

し
た
。

11
月
３
日（
水
）、
内
閣
府
は
令
和

元
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
、

生
活
衛
生
功
労
者
と
し
て
次
の
方
が

受
章
し
、
旭
日
双
光
章
の
栄
誉
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
受
章

２
月
26
日（
水
）、
水
戸
市
は
令
和

元
年
度
の
ほ
う
賞
受
賞
者
を
表
彰

し
、
次
の
方
が
永
年
勤
続
町
内
会
長

･
自
治
会
長
ほ
う
賞
（
二
十
年
勤
続
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
ほ
う
賞
受
賞

今
年
度
の
「
水
戸
市
民
の
集
い
」
や

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
「
新
荘
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
は
、２
月
21
日
、
水
戸

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
の
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
中
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い

水
戸
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
中
止
相
次
ぐ

新
荘
地
区
歩
く
会
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台
風
19
号
に
よ
る
災
害
の
影
響

10
月
12
日（
土
）未
明
の
台
風
19

号
に
よ
る
猛
烈
な
雨
の
影
響
で
、
水

戸
市
で
は
那
珂
川
や
支
流
の
川
が
氾

濫
し
住
宅
や
国
道
な
ど
が
広
範
囲
に

浸
水
し
、
住
宅
約
７
０
０
戸
が
損
壊

（
一
部
損
壊
以
上
）
す
る
な
ど
、
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

浸
水
被
害
後
、
避
難
者
生
活
の
長

か
っ
た
飯
富
中
学
校
に
各
地
区
か
ら

交
代
で
炊
き
出
し
支
援
が
行
わ
れ
、

新
荘
地
区
か
ら
は
10
月
29
日
、
新
荘

女
性
の
会
８
名
が
夕
食
の
炊
き
出
し

に
あ
た
り
ま
し
た
。

新
荘
地
区
は
、
浸
水
被
害
は
受
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
接
近
時
、

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
計
26
人
が
避

難
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
直
後
に

予
定
さ
れ
て
い
た
新
荘
地
区
市
民
運

動
会
や
新
荘
小
防
災
訓
練
等
の
諸
行

事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
６
日（
水
）そ
な
エ
リ
ア
東
京

【
防
災
体
験
学
習
施
設
】（
江
東
区
有
明

ゆ
り
か
も
め
有
明
駅
前
）
で
、
新
荘
地

区
32
人
が
参
加
し
、
地
震
発
生
後
72
時

間
の
生
存
力
を
つ
け
る
た
め
の
体
験
学

習
ツ
ア
ー
を
研
修
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
国
の
災
害
応
急
対
策

の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
東
京
臨

海
広
域
防
災
公
園
に
あ
り
ま
す
。
地
震

発
生
後
、
国
や
自
治
体
な
ど
の
支
援
体

制
が
十
分
に
整
う
ま
で
は
、
自
力
で
生

き
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
目
安

は
３
日
間
、
72
時
間
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．３
、
最
大
震
度
7
の
首
都
直
下

地
震
の
発
生
か
ら
避
難
ま
で
を
体
験

し
、生
き
抜
く
知
恵
を
学
び
ま
す
。

ツ
ア
ー
は
防
災
体
験
と
防
災
学
習

の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
体
験
ゾ
ー
ン
で

は
、
発
災
、
脱
出
、
被
災
地
、
避
難
所
・

避
難
場
所
の
一
連
の
避
難
行
動
を
リ
ア

ル
な
展
示
物
や
映
像
を
視
聴
す
る
こ

と
で
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子

は
、
実
体
験
し
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感

が
あ
り
ま
し
た
。

学
習
ゾ
ー
ン
で
は
、
発
災
時
に
実
際

に
使
用
さ
れ
る
緊
急
災
害
現
地
対
策
本

部
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
見
学

窓
か
ら
見
学
し
た
ほ
か
、
大
地
震
に
遭

遇
し
た
若
年
兄
弟
の
帰
宅
困
難
問
題
を

テ
ー
マ
と
し
た
ア
ニ
メ
「
東
京
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
．０
」
の
視
聴
や
、
様
々
な

展
示
物
に
よ
り
災
害
と
付
き
合
う
自

助
・
共
助
の
千
恵
を
学
び
ま
し
た
。

研
修
後
は
、
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
自
由
行
動
に
よ
り
一
休
み
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

新
荘
地
区

福
祉
講
演
会

し
、
肺
炎
や
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
予
防
に
は
、
身
体
活
動（
運
動
）、
社

会
参
加
の
ほ
か
栄
養
が
大
変
重
要
で
す
。

２
．
高
齢
者
の
低
栄
養
状
態
と
は

高
齢
者
の
約
17
％
、
85
歳
以
上
で
は

30
％
が
低
栄
養
状
態
。
①
半
年
で
２
～

３
㎏
の
体
重
減
。
②
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
重
㎏

÷
身
長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）が
18
．５
以
下

（
標
準
は
22
）
③
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値

（
た
ん
ぱ
く
質
量
）
値
３
．５
以
下
。
が

低
栄
養
状
態
で
す
。

３
．
摂
る
べ
き
栄
養
素

し
っ
か
り
摂
る
べ
き
栄
養
素
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー（
炭
水
化
物
・
脂
質
）
と
た
ん

ぱ
く
質
で
す
。
特
に
、
た
ん
ぱ
く
質
不

足
は
筋
肉
減
少
と
体
力
低
下
の
原
因
と

な
り
、
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
と
が
大
切

で
す
。（
一
日　
ｇ
摂
取
が
目
安
。）そ
の

他
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維

は
い
ず
れ
も
身
体
の
調
子
を
整
え
る
上

で
大
切
な
栄
養
素
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

４
．
た
ん
ぱ
く
質
を
上
手
に
摂
る
コ
ツ

①
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
異

な
る
食
材
か
ら
。
②
加
工
食
品
や
保
存

食
を
上
手
に
使
う
チ
ョ
イ
足
し
。
③
主

菜
を
動
物
性
の
肉
・
魚
、
副
菜
を
植
物

性
の
大
豆
製
品
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
。
④
具
だ
く
さ
ん
の
汁
も
の
。
な
ど

が
コ
ツ
で
す
。

５
．
食
事
方
法

主
菜
、
主
食
、
副
菜
・
そ
の
他
に
分

け
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
主
菜
＝
身
体
を
つ
く
る
も
の

6060

（
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
）、
主
食
＝
エ
ネ

ル
ギ
ー（
炭
水
化
物
、
脂
質
）、
副
菜
・

そ
の
他
＝
身
体
の
働
き
に
必
要
な
も
の

（
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン
・
食
物
繊
維
）

６
．
一
日
の
食
事
目
安（
３
２
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
）

主
食
＝
ご
飯
一
杯
＋
食
パ
ン
１
枚
＋

ゆ
で
麺
１
玉
、
主
菜
＝
薄
切
り
肉
３
枚

＋
魚
１
切
れ
＋
豆
腐
１
/
４
長
＋
玉
子

１
個
、
副
菜
＝
ほ
う
れ
ん
草
・
キ
ャ
ベ

ツ
・
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
人

参
・
き
の
こ
・
海
藻
な
ど
野
菜
３
５
０

ｇ
、
そ
の
他
＝
リ
ン
ゴ
半
分
、
バ
ナ
ナ

小
１
本
、ヨ
ー
グ
ル
ト
１
２
０
ｇ

７
．
手
軽
な
栄
養
補
充
方
法

⑴
市
販
食
品
に
プ
ラ
ス
す
る

レ
ト
ル
ト
ス
ー
プ
＋
豆
腐
、
玉
子
、

冷
凍
野
菜
や
ワ
カ
メ
な
ど

⑵
ご
飯
と
缶
詰
・
惣
菜
を
一
緒
に
す
る

お
に
ぎ
り
や
、丼
物
に
し
て
食
べ
る

⑶
食
欲
な
い
と
き「
間
食
」を
食
事
と

し
て
取
り
入
れ
る

⑷
栄
養
補
助
食
品
を
活
用
す
る

食
欲
な
い
時
、低
栄
養
状
態
時
に
有
効

（
詳
細
は
講
話
資
料
参
照
。
問
い
合

わ
せ
先
（
水
戸
市
中
央
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー（
℡
３
０
６
ー
９
５
８
２
））

そ
な
エ
リ
ア
東
京

２
月
６
日（
木
）、
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
食

事
と
栄
養
管
理
に
関
す
る
講
演
会
が
、

水
戸
市
中
央
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

支
援
の
も
と
行
わ
れ
、
32
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
は
、
高
齢
者
食
品
専
門
業
者

（
宅
配
１
２
３
）の
管
理
栄
養
士
で
、
老

後
の
安
全
の
た
め
に
日
頃
摂
取
す
べ
き

栄
養
と
そ
の
摂
取
方
法
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
食
事
メ
ニ
ュ
ー
や
食
品
・
実
食

を
交
え
て
分
か
り
易
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

１
．
栄
養
摂
取
の
重
要
性

虚
弱
、
筋
肉
減
少
は
低
栄
養
に
起
因

「
高
齢
者
の
食
事
と
栄
養
管
理
」

（
老
後
の
安
心
の
た
め
に
）

「
防
災
体
験
学
習
施
設
」

新
荘
地
区
防
災
研
修
会

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
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水
戸
市
は
、
４
月
か
ら
資
源
物
と
ご

み
に
関
す
る
新
し
い
処
理
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
４
月
に
新
清

掃
工
場
「
え
こ
み
っ
と
」
の
共
用
開
始

に
あ
わ
せ
て
、
今
ま
で
拠
点
回
収
等
を

行
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
加
え
、

白
色
ト
レ
イ
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
３
品
目
が
集
積
所
で
分
別
収
集

を
実
施
す
る
な
ど
、
分
別
区
分
の
拡
充

が
な
さ
れ
る
た
め
で
す
。

令
和
２
年
度
か
ら

新
制
度
に
伴
い
、
資
源
物
と
ご
み
は

次
表
の
よ
う
に
16
目
に
分
別
し
処
理
さ

れ
、
特
に
新
荘
小
学
区
で
は
記
載
の
収

集
日
に
回
収
さ
れ
ま
す
。

実
施
要
領
の
細
部
は
、
水
戸
市
発
行

の
「
資
源
物
と
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」等
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
町
内
会
、
自
治
会
等
の
団
体

で
集
団
資
源
物
回
収
を
実
施
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
ち
ら
の
処
理
に
従
っ
て
下

さ
い
。

分別区分 収集日・場所 出し方 注（※）

資
源
物

資
源
物
A

①新聞紙
②ダンボール
③その他の紙類
④紙パック
⑤布　類
⑥ビン・缶類

第１・３金曜
集積所※⑴

分別区分ごとに
ひもでしばる。

※⑴ 集積所には、収
集指定日の午前８時
までに排出すること。

※⑵ ⑩小型家電は、
市内のスーパーマー
ケットや市民センター
などの拠点で回収。た
だし、新荘市民セン
ターでは実施しない。

※⑶ ⑬乾電池は、市
民センター、出張所に
回収ボックスがあり、
集積所以外でも回収。

※⑷ ⑭蛍光管と水銀
体温計は、一緒の袋
に入れて出すこと。

※⑸ ⑮スプレー缶・
カセットボンベは中身
を使い切ること。使い
切りライターはガスを
抜くこと。また、缶、ボ
ンベの穴あけは不要。

分別区分ごと
に透明・半透明
袋に入れる。

資
源
物
B

⑦ペットボトル
⑧白色トレイ
⑨プラスチック製容器包装

第２・４金曜
集積所

⑩小型家電 拠点※⑵ 回収ボックス

ご
み

⑪燃えるごみ 毎週月・木曜
集積所 指定袋・券

⑫燃えないごみ 第１・３水曜
集積所 指定袋・券

有
毒
ご
み

⑬乾電池※⑶
⑭蛍光管･水銀体温計※⑷
⑮スプレー缶・カセット
　ボンベ・ガスライター

※⑸

第２・４金曜
集積所

分別区分ごと
に別々に透明・
半透明袋に入
れる。市指定
収集袋は不可。

⑯粗大ごみ 申し込みによる戸別収集によ
り行う

新荘小学区の資源物とごみの分け方・出し方

よ
う
で
す
。
昭
和
中
期
に
は
、
子
供
達

が
金
魚
や
メ
ダ
カ
を
買
っ
た
り
、
遊

び
に
来
ま
し
た
。
当
時
は
、
夏
の
訪
れ

を
告
げ
る
金
魚
売
り
の
美
声
が
心
に

残
る
風
物
詩
で
し
た
。

●
西
の
谷
の
変
遷

江
戸
時
代
、
水
戸
城
は
連
郭
式
と

呼
ば
れ
る
５
つ
の
堀
が
連
な
る
よ
う

に
構
成
さ
れ
、
西
の
谷
は
、
最
も
外
側

の
５
番
目
の
外
堀
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
。
西
の
谷
は
、
今
は
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
青
川
の
浸
食
谷
で
、
大
工

町
か
ら
千
波
湖
に
か
け
自
然
の
谷
と

川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

時
代
は
移
っ
て
大
正
に
な
り
、
西

の
谷
を
流
れ
る
青
川
が
つ
く
っ
た
谷

を
埋
め
立
て
て
、
こ
の
坂
道
を
造
り

ま
し
た
。
大
正
十
年
に
は
、
こ
こ
で
社

名
「
鯉
金
魚
養
殖
所
」
と
呼
ば
れ
る
鯉

金
魚
の
た
く
さ
ん
の
養
殖
場
が
で
き

た
そ
う
で
す
。
こ
の
社
名
が
変
わ
り
、

金
魚
の
小
平
が
１
９
２
４
（
大
正
13
）

年
に
創
業
し
ま
し
た
。
現
在
の
駐
車

場
は
、
当
時
の
鯉
金
魚
の
養
殖
場
で

し
た
。

西
の
谷
は
湧
水
が
豊
富
で
、
か
つ

て
洗
い
物
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
青
川
の
常
磐
線
鉄
橋

下
で
、
大
雨
の
あ
と
養
殖
池
か
ら
逃

げ
た
金
魚
を
つ
か
ま
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
現
在
で
も
水
が
湧
き
出

し
ホ
タ
ル
の
生
息
地
も
確
認
で
き
ま

す
が
、
当
時
の
面
影
は
谷
そ
の
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

●
金
魚
坂
の
変
遷

か
つ
て
こ
こ
で
稲
作
を
し
て
い
た

古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
金
魚
坂
は
、
も

と
も
と
は
人
が
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど

新
荘
散
策

の
細
い
道
で
、
由
来
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
大
学
通
り
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
大
正
の
頃
、
そ
こ
に

土
が
盛
ら
れ
て
現
在
の
坂
道
の
原

型
と
な
り
、
そ
の
先
は
好
文
亭
表

門
道
り
に
真
っ
直
ぐ
通
じ
る
便
利

な
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
平
成
25
年
の
再
開
発
に

よ
っ
て
２
車
線
道
路
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
前
は
泉
町
、
天
王
町

方
面
か
ら
の
一
方
通
行
の
道
で
し

た
。
再
開
発
に
よ
り
道
路
の
勾
配

も
改
善
さ
れ
て
お
り
、
昔
の
面
影

は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
つ
て
賑
わ
っ
た
金
魚
坂
に
思

い
を
馳
せ
て
、
こ
の
周
辺
を
歩
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

水
戸
の
金
魚
坂
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
坂
道
は
大
工
町
１
丁
目
地
区

再
開
発
地
（
水
戸
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
「
ト
モ
ス
み
と
」）
南
東
側
の
２

車
線
の
道
路
を
い
い
、
泉
町
３
丁

目
（
旧
裡
鳥
見
町
）
か
ら
雷
神
前
交

差
点
ま
で
の
坂
道
で
す
。
そ
の
南

東
崖
下
に
は
、
小
平
金
魚
店
と
駐

車
場
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に

は
千
波
湖
公
園
の
西
の
谷
と
千
波

湖
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
金
魚
坂
の
由
来

こ
の
金
魚
坂
の
名
前
の
由
来
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
こ
こ
に
小
平
金

魚
店
（
現
在
の
小
平
観
賞
魚
セ
ン

タ
ー
）
が
あ
る
の
で
命
名
さ
れ
た

資
源
物
と
ご
み
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

（ 3 ）　2020年3月26日	 ときめき新荘	 第49号

金き
ん
　
ぎ
ょ
　
ざ
か

魚

坂

坂
シ
リ
ー
ズ
（
3
）

好文
亭表
門通
り

国道50号
神応寺

再開発地
トモスみと

雷神様
雷神前
交差点 金魚店

駐車場

金魚坂 泉町３丁目

大工町
交差点

西の谷公園

342

金魚坂と西の谷

金魚坂－雷神前交差点から泉町３丁目方面、右は金魚店



川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
神
尾
和
子

編
集
部
委
員

新
し
い
年
号
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

『
令
和
』
で
あ
る
。
三
十
年
前
に
教
諭

と
し
て
本
校
に
勤
務
し
て
間
も
な

く
、『
昭
和
』
か
ら
『
平
成
』
に
遷
っ

た
。ま
っ
た
く
奇
遇
で
あ
る
。

本
校
の
校
歌
の
二
番
は
、

白
梅　

季
節
に
先
駆
け
て

香
り
も
清
く　

咲
く
よ
う
に

さ
あ　

新
た
な
時
代
に　

花
開
く

明
日
の
日
本
の　

わ
た
し
た
ち

励
も
う
今
日
も　

健
や
か
に

新
荘　

新
荘
小
学
校

で
あ
る
。
ま
る
で
、
時
の
移
り
変

わ
り
を
予
言
し
て
い
た
か
の
よ
う
な

校
歌
で
あ
る
。

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ム
ク
ロ

ジ
も
感
慨
深
い
。「
無
＋
患
＋
子
」
と

は
、
植
樹
し
た
と
き
の
方
々
の
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
昔
、
先
輩
か
ら
い
た
だ
い
た

「
教
育
は
三
十
年
か
か
る
ん
だ
よ
」
と
い

う
言
葉
が
甦
っ
て
く
る
。
何
十
年
も
先

を
見
通
し
て
物
事
を
処
す
こ
と
は
、
教

育
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

今
、
私
の
目
の
前
に
は
、
三
十
年
前

に
教
え
た
子
ど
も
や
当
時
の
保
護
者
の

方
々
が
、
地
域
人
と
し
て
学
校
を
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
。
教
え
子
た
ち
の
お

子
さ
ん
と
学
校
生
活
を
送
る
の
も
不
思

議
な
感
覚
だ
が
、
と
て
も
有
り
難
い
こ

と
だ
。

あ
の
頃
か
ら
三
十
年
以
上
が
経
っ

て
い
る
の
に
、
皆
さ
ん
の
地
域
を
思
う

気
持
ち
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
何
よ
り

も
心
強
い
。
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫

へ
・・・
こ
れ
が
伝
統
と
い
う
も
の
な
の

だ
ろ
う
。「
感
謝
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で

は
簡
単
に
括
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
神

秘
的
な
感
さ
え
す
る
。
創
立
１
１
６
年

を
迎
え
る
が
、
脈
々
と
繋
が
る
襷
の
重

み
を
感
じ
る
。
校
訓
で
あ
る
「
礼
儀
・

勤
勉
・
健
康
」
の
精
神
は
今
も
一
人
一

人
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

数
多
く
の
地
域
の
方
々
と
交
流
す

る
場
は
貴
重
な
体
験
の
瞬
間
で
も
あ

る
。「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
」「
提
灯
づ

く
り
」「
か
え
で
の
子
活
動
」・・・
出
会

う
人
々
の
学
校
愛
・
地
域
愛
を
大
い

に
感
じ
る
。

着
任
し
て
二
年
。
私
も
間
も
な
く

定
年
を
迎
え
る
。
多
く
の
先
輩
方
に

育
て
ら
れ
、
今
、
育
て
る
立
場
に
い

る
。
果
た
し
て
役
目
を
十
分
果
た
せ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

き
っ
と
、
三
十
年
後
が
教
え
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
。

特
別

寄
稿

新
荘
小
学
校

校
長

矢
萩
賢
一

２
月
９
日（
日
）午
前
、
今
年
度
２
回
目

の
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
計
33
名
、
一
チ
ー
ム
３
名
の
11
チ
ー

ム
に
よ
り
、
一
チ
ー
ム
２
～
４
試
合
の
和

気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い

優
勝　

龍
崎
・
小
野
瀬
・
小
貫
チ
ー
ム

二
位　

椹
沢
・
寺
門
・
三
田
部
チ
ー
ム

三
位　

青
山
・
大
内
・
飛
田
チ
ー
ム

ユニカール大会決勝戦判定の様子

新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催

９
月
16
日（
月
）（
敬
老
の
日
）、
新
荘

地
区
敬
老
会
が
雨
模
様
の
な
か
、
新
荘

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

招
待
者
１
１
７
６
人
中
４
０
７
人

が
出
席
し
、
式
典
で
は
市
長
は
じ
め
ご

来
賓
の
方
々
に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
川
又
一
郎

令
和
元
年
度 

新
荘
地
区
敬
老
会

新
荘
会
会
長
に
よ
る
思
い
が
け
な
い

「
ガ
マ
の
油
売
り
」
の
口
上
、
け
ん
ぽ
く

お
か
め
の
会
に
よ
る
抱
腹
絶
倒
歌
謡

シ
ョ
ー『「
ひ
ば
り
の
真
っ
赤
な
太
陽
」

ほ
か
４
曲
』
が
行
わ
れ
、
爆
笑
の
う
ち

に
敬
老
会
を
終
え
ま
し
た
。

新
荘
小

大
好
き
！

結

果
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管楽合奏部演奏会
（３年生から６年生　地域の方々も参加）

提灯づくり
（青野商店にて、４年生）

あいさつ運動
（２年生+女性会+保護者）

碑「校訓」の前で

川
又
一
郎
新
荘
会
会
長

口
上
「
ガ
マ
の
油
売
り
」

け
ん
ぽ
く
お
か
め
の
会

抱
腹
絶
倒
歌
謡
シ
ョ
ー

　
　
「
ひ
ば
り
の
真
っ
赤
な
太
陽
」

ほ
か
４
曲


